




経済研究所 / Institute of Developing










33 アジ研ワールド・トレンドNo.190 （2011. 7）
　
一九〇二年の独立後、アメリカとの緊密な経済関係を築いたキュー
バは、政治的・経済的な従属と引き換えに、経済的繁栄を謳歌した。独立後、アメリカ資本はキューバの製糖業や牧畜業に投資し、生産物をアメリカに輸出すると同時に、そのために必要なインフラ建設に莫大な投資を行った。キューバがラテンアメリカのなかで、 電気や電話、上水道、鉄道といったインフラ整備ではもっとも早い時期から整備が進んだ国々のひとつであるのは、 アメリカ企業 投資のおかげである。　
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村の周囲には、サトウキビ農園、そのサトウキビを砂糖にする製糖
工場が一九一八〜一九年に、農園と工場を結び、さらに出来上がった砂糖をハバナ港へ運ぶための鉄道が一九一七年に、ハーシー社自身によって建設された。第一次世界大戦後のアメリカ経済と、欧州向け輸出両方の急成長と重なっている。この鉄道は蒸気機関車が主流であった当時のキューバで初めての、 そして現在は唯一の電気機関車である。キューバにはサトウキビや砂糖を運搬するため、ラテンアメリカではもっとも早くから鉄道が敷設されたが、それはすべて蒸気機関車であり、後にディーゼル機関車に変わるが、ヘルシー鉄道だけは線路の上に電線が走り、そこ 電気 とって動力源とする、日本で見慣れた電気機関車が走る。　
ヘルシー村は、町の中心部にメインストリートがあり、その両側に
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二〇一〇年一〇月、筆者は友人の、
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二〇〇二年にフィデル・カストロは製糖工場の半数を閉鎖する決定を下す。ヘルシー村の製糖工場も二〇〇五年に閉鎖された。　
ヘルシー村で気づくのは、キューバの他の地域に比べて住
宅がきちんとしていることである。 社会主義国の例に漏れず、キューバでも住宅建設や で ある住宅 維持が行き届かないのだが、ヘルシーの場合は、新しい家の建設や改築もけっこう見られる。しかしこの裏では、閉鎖された製糖工場の建物の機材が分解され、 横流 されているようなのである。 フェンスや鉄骨など、しっかり た住宅を作るのに不可欠な材料は、製糖工場の建物から来てい というわけだ。　
一〇〇年近く前、アメリカ一のチョコレート会社のチョコ
レー トに入れる砂糖を生産していたこの製糖工場は、一九五九年の革命後はソ連産原油を燃料に、東側ブロックのコメコン諸国に輸出する砂糖を生産 ていたこ だろう。す
でにこの工場の栄華の時は過ぎ去った。しかし工場には最後の任務がある。周囲の村々に建築材料を提供すること。自らの体である機材を製糖業に従事した労働者やそ 家族 提供し、おそらく数年後には崩壊・消滅する。とはいえ、普通資本主義国ならただのスクラップになる運命である。最後までコミュニティ 役に立つこの工場 、キューバ 変転する運命のなかで、最後まで の役割を全うようとしている。最初は無常感に襲われ、奥の細道 「平泉」の冒頭 三代 栄耀一睡のうちにして……が頭に浮かんだ筆者であるが、最後はむしろすがすがしい思いに満たされたのだった。そう、この工場はそれでいい。これで十分な だ。
